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序

本書は、財団法人山形県埋蔵文化財センターが発掘調査した、山形西高敷地内遺跡第6

次の調査成果をまとめたものです。

山形西高敷地内遺跡は、山形県のほぼ中央部に位置する山形市にあります。

現在、生徒の学び舎となっている県立山形西高等学校の敷地は、縄文 ・弥生 ・古墳 ・奈

良 ・平安 ・江戸時代の人々が生活の場 として選び利用 していたところです。奥羽山脈を背

にして、馬見ケ崎川が形成 した豊かな扇状地であるこの地を、各時代の人々はこよなく愛

していたことが伺い知れます。

埋蔵文化財はわたしたちの祖先が長い歴史の中で創造し育んできた貴重な国民的財産で

あり、一・度壊 してしまえば二度と元に戻らないものです。調査により明らかにされた遺跡

は過去の生活の有様を彷佛 と再現 してくれるものです。祖先の歴史を学ぶとともに愛護し

子孫へ と保存 し伝えていくことが、現代に生きる私たちに課せ られた重要な責務といえる

でしょう。

近年、高速自動車道やバイパス、農業基盤整備事業など国県等の事業が増加しています

が。これに伴い、事業区域内で発掘調査を必要とする遺跡が増加の傾向にあります。これ

らの埋蔵文化財は、祖先が長い歴史の中で創造し、育んできた貴重な国民的財産といえま

す。この祖先から伝えられた文化財を大切に保護するとともに、祖先の足跡を学び、子孫

へと伝えていくことが、わたしたちの重要な責務と考えます。その意味で、本書が文化財

保護活動の啓発 ・普及、学術研究、教育活動などの一・助となれば幸いです。

最後になりましたが、調査において御協力いただいた関係各位に心から感謝申し上げま

す。

平成15年3月

財団法人 山形県埋蔵文化財センター

理事長 木 村 宰
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本書は平成14年 度高等学校各種営繕工事事業 に係る 「山形西高敷地内遺跡」の発掘調査報告書である。

既刊の年報、調査説明資料 などの内容 に優先 し、本書をもって本報告とする。

調査は山形県教育委員会の委託により財団法人山形県埋蔵文化財センターが実施 した。

調杢要項は下記の通 りである。
やまがたにしこうしきちない

遺 跡 名 山形西高敷地内遺跡

遺 跡 番 号29
やまがたし

所 在 地 山形県山形市鉄砲 町1-15-46

調 査 主 体 財団法人山形県埋蔵文化財センター

理 事 長 木村 宰

受 託 期 間 平成14年4月1日 ～平成15年3月31日

現 地 調 杢 平成14年6月4日 ～平成14年7月25日

調査担当者 調 査 第 三課 長 阿部 明彦

主任調杢研究員 齋藤 主税

調 査 研 究 員 植松 暁彦(調 査主任)

調 査 員 吉田江美子

本書の作成 ・執筆 は、吉田江美子(1・m、 植松暁彦(皿 ・IV・V・W)が 担 当した。「自然化学分析」

についてはパ リノ ・サーヴェイ株式会社に依頼 した。

委託業務は下記の通 りである。

遺構の写真測量 ・実測 株式会社シン技術 コンサル

遺物の写真実測 株式会社アルカ

資料の理化学分析 パ リノ ・サーヴェイ株式会社

出土遺物 ・調杢記録類については、報告書作成終了後すみやかに山形県教育委員会に移管する。

発掘調査及び本書を作成するにあた り、下記の方々か ら御協力、御助言をいただいた。(順不同、敬称略)

山形大学 阿子島 功教授、宮城県教育庁文化課 村 田 晃一主任、松島町瑞巌寺博物館 新野 一

浩学芸員
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本書で使用 した遺構 ・遺物の分類記号は次の通 りである。

ST… 竪穴住居SK… 土坑SD… 溝

SP… ピットSG… 河川EP… 柱穴

EL… 炉SX… 性格不明の遺構RP… 登録土器

RQ… 登録石器

遺構番号は、現地調査段階での番号 を、そのまま報告書の番号 として踏襲 した。

遺構図に付す座標値は、平面直角座標系第X系(日 本測地系)に より、高 さは海抜高で表す。

遺構実測図は1/40～1/400他 の縮図で採録し、各々スケールを付 した。

土層観察においては、遺構 を覆 う基本層序をローマ字で表し、遺構覆土については算用数字を付 して区別

した。

遺構実測図中の遺物実測図は原則 として1/3で 採録した。

本文中の遺物番号は、遺物観察表 ・遺物図版 ともに共通 した ものとした。

遺物実測図、拓本図は1/3で 採録 し、各挿図にスケールを付 した。

遺物実測図中の土器について、土師器は断面 白抜き、須恵器は黒ベタで表示 した。

遺物観察表中において、括弧内の数値は図上復元による推計値を示 している。

基本層序お よび遺構覆土の色調記載 については、1997年 版農林水産省農林水産技術会議事務局監修の 「新

版基準土色帖」 に拠った。
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工 調査の経緯

1 調査の経緯

1調 査に至る経過

山形西高敷地内遺跡の発見は昭和51年 の学校校舎改築に際 して縄文時代中期の土器片が出土

したことに寄っている。そのため山形県教育委員会は確認調査を実施し、縄文時代の集落跡等

を確認したことから、「山形西高敷地内遺跡」として正式に登録された。その後、学校校舎改築

事業に伴い昭和51年4月 に第1次 、同年7月 に第2次 調査、昭和59年 に第3次 調査、平成元年

に第4次 調査、平成4年 に第5次 調査が断続的に行われた。平成9年 に山形県教育庁文化財課

による施設整備に伴 う分布C調 査 も実施された。今回の発掘調査は、同窓会館施設建設に伴っ

て行われた もので、第6次 調査 となる。

これまでの調査 により、縄文時代中期末葉 ・晩期、弥生時代中期、古墳時代前期、ならびに

奈良～平安時代の遺構 と遺物が、近世の ものでは陶磁器他の遺物が確認された。縄文時代 に属

する遺構では、複式炉を伴 う竪穴住居群や北東か ら南西に流路をとる河川跡が注目される。ま

た、古墳時代 ・奈良～平安時代 のものでは、竪穴住居が検出された。遺物については縄文中期

末葉の土器、弥生時代中期末葉の土器、古墳時代前期の土師器、8世 紀か ら10世紀にかけての

土師器と須恵器、江戸時代の肥前系碗等が報告 されている。これにより縄文時代には河川跡の

北側 と南西部に広が りを見せる集落が形成 されていたこと、そ して、奈 良～平安時代にはその

河川が埋没 し、調査区のほぼ全面に竪穴住居跡が分布すること等が明らかになっている。また

砂礫を含む無遺物層の存在から河川の氾濫 も窺 え、幾度の洪水に遭いなが らも縄文時代中期末

葉から断続的に人々が生活 を営 む、県内では有数の密度の濃い複合遺跡であることが判明した。

第6次 調 査

複 合 遺 跡

2調 査の方法と経過

この第6次 調査は、平成14年6月4日 か ら7月25日 まで、37日 間の日程で実施 した。施設建

設予定部分の250㎡ を対象 としたが、縄文時代 ・古墳時代 ・古代 と3つ の遺構面が存在すること

か ら、計750r㎡の遺構面の発掘調査を行っている。

平成14年5月29日 に山形西高等学校 にて事前打 ち合わせを開催 し、発掘調査 に至る経過報告 ・

調査機関 ・調査体制 ・調査方法 ・安全対策等について関係機関 とともに協議を行う。

発掘調査はまず重機により遺構面 まで表土除去作業を行い、続いて各遺構面 において、面整

理をして遺構の存在 を検出 ・確認 した。その後遺構精査 とともに遺構の埋土の観察を行い、遺

構の形状や遺物の出土状況 などを図面や写真により記録 した。6月24日 には古代遺構面、7月

24日 に縄文時代遺構面の遺構の空中撮影による記録を行った。7月20日 に現地説明会を開催 し

83名 の参加者を迎えた。

調査区を区画するグリッドは5m×5mで 設定 し、X軸 は北か ら南へA～D、Y軸 を東か ら

西へ1～6と し、「A-1区 」等 と位置 を示 した。なおグリッ ドは磁北に対 し14度東へ傾 く。高

さは海抜標高で表している。
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番号 遺跡名 種 別 時 代 番号 遺跡名 種 別 時 代
1 山形西高敷地内 集落跡 縄文 奈良～平安 23 山形城 城館跡 中～近 世

2 嶋 集落跡 古墳 24 城南一丁 目 城館跡 奈良～平安 中～近世

3 志戸田 包含地 縄文 25 山形城三の丸 城館跡 中～近 世

4 塚田 集落跡 弥生 古墳 奈良～平安 26 小白川向山 集落跡 古墳

5 志戸田縄 集落跡 奈良～平安 中世 27 三浦屋敷 城館跡 中世

6 陣場 包含地 古墳 28 松山 集落跡 縄文

7 江俣 集落跡 古墳 29 能の前 集落跡 縄文

8 宮町古墳 古墳 古墳 奈良～平安 30 荒楯 城館跡 中世

9 河原田 集落跡 古墳 31 鏡ケ渕 集落跡 奈良～平安

10 桧葉の木 集落跡 古墳 32 落合 集落跡 古墳 奈良～平安

11 落合楯 城館跡 中世 33 上り亀下り亀古墳 古墳 古墳

12 宮町円応寺 集落跡 奈良～平安 中世 34 前明石 集落跡 古墳

13 宮町三小 集落跡 奈良～平安 35 二位田 集落跡 縄文 平安

14 葉師町五中 集落跡 奈良～平安 36 寺裏 集落跡 古墳 平安

15 飯田 集落跡 縄文 37 川落 集落跡 古墳

16 椹沢楯の内 城館跡 中世 38 萩原 集落跡 古墳 奈良～平安 中世

17 飯塚館 城館跡 中世 39 本沢川 集落跡 縄文

18 飯塚 集落跡 古墳 40 吉原館ノ内 城館跡 中世

19 長苗代条里 条里 奈良～平安 41 若宮館 城館跡 中世

20 五日町 集落跡 奈良～平安 42 青田 集落跡 奈良～平安

21 五日町古墳 古墳 古墳 43 松見町 集落跡 中世

22 山形城三の丸 城館跡 中～近世 44 永大ハウス裏 包含地 縄文

第1図 遺跡位置図(国 土地理院発行2万5千 分の1地 形図 「山形北部」「山形南部」を1/2縮 小 して使用)
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II遺 跡の立地と環境

皿 遺跡の立地と環境

馬 見 ヶ 崎 川

扇 状 地

後 背 湿 地

豊 富 な 湧 水

最 上 氏

1地 理的環境

山形西高敷地内遺跡は山形県内陸中央部にある山形盆地の南部、最上川の支流である馬見 ヶ

崎川によって形成された扇状地の扇央部、微高地に存在す る。JR山 形駅か ら南へ約1㎞ の地

点の山形県立山形西高等学校の敷地内に位置 し、標高は約134mで ある。東側に蔵王山をはじめ

とする奥羽山脈 を望む。半径約5-・ の扇状地は東から西へ落差約130mと 大 きく傾斜する。その

扇状地上に山形市街地は形成されている。馬見ヶ崎川は現在蔵王山から北北西に流路をとるが、

古 くは度々氾濫 して水害をもた らしていた。そのため17世 紀前半その流路を変化 させ、城下町

一帯に灌概・取水のため用水路が放射状に造成された。その うちの代表的な ものが 「山形五堰」

と称 されて今 日に至っている。この扇状地の扇頂部か ら扇央部にかけては水流が伏流 し、かつ

地下水位が深いため畑地や宅地などとして使用 される。扇端部では豊富な湧水が飲用水や水 田

の灌概に利用されるほか、山形城二の丸の堀水 としても利用された。

この遺跡は高等学校の敷地北半を中心とした一帯に広がると推定 される。現在周辺には住宅

や寺社が建ち並ぶが、当時は馬見ヶ崎川に注 ぐ支流両岸の自然堤防の後背湿地であったと推測

される。これは第4次 ・第5次 調査において検出された河川跡の存在によって確かめられる。

また昭和22年 の米軍撮影航空写真からもこの地に人口堰が存在 したことがわか り、これも旧河

川が原型にあったか らと思われる。現在 も遺跡近隣を 「笹堰」が流れている。

2歴 史的環境

馬見ヶ崎川扇状地では縄文時代から現代までの長 きにわた り人々が生活を営んでいた。縄文

時代には扇頂部から扇央部に遺跡が点在 し、その代表が熊の前遺跡などである。扇端部周辺で

は塚田遺跡他の弥生時代以降集落が散見される。また古墳時代 には萩原遺跡などの範囲まで集

落の分布域が拡大し周辺には菅沢二号古墳などが造成された。また奈良時代から平安時代 にか

けては扇端部に五日町遺跡な ど多 くの集落跡が認め られ、長苗代条里遺跡のような律令制下の

条里の跡も認められる。これは扇端部が豊富な湧水 によって稲作に適 した環境であるというこ

とに起因している。中近世においても扇央部から扇端部 に存在する山形城の城下町は湧水や用

水路によって水利の便が計 られてお り、現在 もこの城下町を基礎に山形市街地が形成 される。

この遺跡はこれまでの調査で縄文時代中期、弥生時代、奈良～平安時代の遺構 と遺物、そ し

て集落跡が確認 され、数回にわた り洪水 に遭いなが らも断続的に集落が形成されていたことが

確認 された。また中近世においては最上氏時代の城下町南端であったこの周辺に鉄砲衆が住ん

だことから現在 も鉄砲 町と呼称される。遺跡周辺には多 くの寺社が存在するが、 これ らは16世

紀後半最上義光がこの地に多 くの寺社 を配 したことによる。近世には14世 紀から代々山形城主

が信仰 した六椹入幡宮の門前町や出羽三山参詣の道者宿場町として繁栄した。その後太平洋戦

争時には日本飛行機工場敷地となり、現在は山形県立山形西高等学校敷地 と変化 を遂げた。
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皿 山形西高敷地内遣跡第6次 調査の概観

皿 山形西高敷地内遺跡第6次 調査の概観

1調 査区と層序

今回の山形西高敷地内遺跡第6次 調査区は、遺跡範囲全体か ら見れば北東縁辺部にあたる。 従来の遺跡層準

本遺跡は、前回までの調査結果により下層が縄文時代中期末葉、中層が古墳時代前期、上層

が奈良～平安時代の集落跡の遺構面を持つ事が判明 している。加えて中～下層の問には縄文時

代晩期 ・弥生時代中期の遺構群 も確認 され、県内では希有の重層的複合遺跡である。

今調杢区では上 ・下層で遺構面が確認され、上層は奈良～平安時代の竪穴住居跡を主とする

遺構群、下層が縄文時代中期を主 とす る河川跡やピッ ト群が検出される。

基本層序は、1層 が旧校舎基礎の砕石、ll層 が暗褐色シル トの旧表土、皿層が暗褐色砂質シ 今調査の層準

ル ト層(奈 良～平安時代包含層)、IV層 が暗褐色砂質シル ト層(縄 文時代～古墳時代包含層)、

V層 がにぶい黄榿色細砂層(地 山)で ある。地表か らV層 上面までは約2mで ある。

上層は皿層下部か ら遺物の包蔵が認め られ、遺構の検出面はIV層 直上面である。下層はIV層

下部から遺物の包蔵が認められ、遺構の検出面はV層 直上面であった。調査では、IV層 中か ら

前回まで確認 された古墳時代～縄文時代晩期の遺構検出に努めたが判別は困難で、河川跡の覆

土中層の土器群にその痕跡が窺 えたに留まっている。

また、上層の奈良～平安時代 の遺構検出面の西側 は、前述河川跡の覆土上層の洪水堆積の砂 河 川 覆 土

礫層(無 遺物層)で 、同時代のピット群が構築 され、遺構面を一部IV層 と共に形成する。

2遺 構 と遺物の分布

調査で検出された主な遺構 は、下層の縄文時代 に帰属する河川跡1条 、多数のピット群、上

層の奈良～平安時代の竪穴住居跡2棟 、溝跡1条 、多数のピッ トや土坑等が上げ られる。

下層の縄文時代では、調査区西側に幅約8m以 上を測る河川跡が北東か ら南西方向に走行 し、

その東側の中央～東部でピット群を主とする遺構群が確認された。

SG9と した河川跡は、位置等から前回までの調査で明らかな遺跡範囲の中央部を縦断する

河川跡の続きと推定 された。覆土は最下 ・下 ・中 ・上層の4層 に大別され、特 に最下層 と上層

は、川原石を含む砂礫層で2度 の洪水層が確認 された。出土遺物は、この河川跡の縄文土器片

が大半で、最下～下層は縄文時代中期後葉、中層 は縄文時代晩期～古墳時代前期と判断できた。

上層の奈良～平安時代では、竪穴住居跡が調査区東側で2棟 重複(ST16→ST3)し て検出

され、ST16は 更に調査区外 に延びていた。 また、ST3は 大型の竪穴住居で柱穴に川原石を

設置する特異な形態を示す ものであった。更に、両住居跡を西側で切 るSD17と した幅約3m

の溝跡は、断面形が薬研掘状 を呈する溝跡で、ほぼ南北方向に走行する。調査区西側は河川上

層の砂礫層を検出面 とする状況か ら概ねピット群のみであ り、全体 に遺構分布は希薄であった。

遺物は、竪穴住居跡や溝跡を主に、奈良時代後半～平安時代前葉頃の土器群が散見 された。

最後 に調査区西側か ら新相の遺構 として骨片等 を含む中～近世の2基 の土坑墓を検出した。

下 層 の 遺 構

(縄 文 時 代)

上 層 の 遺 構

(奈良～平安時代)

中 世 の 遺 構
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IV検 出遣構

rv検 出遺構

1上 層の遺構

今調査では、上層か ら奈良～平安時代の竪穴住居跡や溝跡、土坑、

出された。主な遺構 を概述する。

ピッ ト群等の遺構群が検

A竪 穴住居跡

本調査区では東半部で竪穴住居跡が2棟 確認 された。時期は全て奈良～平安時代に帰属す る。

ST3竪 穴住居跡(第8図)調 査区南端のA～B-5～6グ リッドに位置 し、IV層上面で検出

された。北西部でSTI6を 切 り、西側でSDl7に 切 られる。中央部は旧校舎の基礎が縦断す る。

平面形はほぼ正方形で南北約6.05m、 東西約5.74mを 測 る。方位は南北軸でN-3。-Eで

ある。確認面か ら床面までの深さは約20cmで ある。床面は平坦で貼床がなされ、壁はほぼ垂直

に立ち上がる。主柱穴は4ケ 所(EP1～4)で 検出され、平面形は直径約30cm前 後の円形で

あった。当初、柱穴の掘 り方と推測 したが、土層断面等の結果か ら柱痕跡 と判断された。柱穴

の掘 り方は、貼床を2～10cmほ ど掘 り下げた段階で検出され、直径約80cm前 後の楕円形を呈 し、

川 原 石 を 床面からの深さは約45～60cmの 規模である。 この柱穴の中で、特にEP2・3と した南側の2
配置する柱穴

基には、やや大型の川原石が隣接 して検出された。これは、EP2・3の 柱痕跡の外側(竪 穴

住居の東 ・西壁側)に 直径30cm程 の川原石 を配置 し、その下部を床面に埋設するものである。

床面検出時に確認され、精査の結果、柱 を支え、固定す る役割があったものと推定される。ま

た、両者の柱穴 には、床面検出で確認 された柱痕跡以前の柱の抜取 り痕と推測 される掘 り方が

確認 され、川原石 を配置する構造が、柱の建て替えを機 に行われた可能性が窺えた。

カマ ドは北壁中央部に設置され、東側の袖部の大半を撹乱 により壊 されている。煙道部は壁

際か ら短 く突出するが約20cm程 の検出に留まっている。燃焼部は長 さ約110cm、 幅約50cm以 上、

焼土の広が りは長軸約70cmで 、床面からの深 さは約3cm、 地山面 も良 く焼けていた。

住居貼床の掘 り方は、壁際に沿って深 く掘込まれ、最 も深い部分で約28cmで ある。中央部で

は方形状 に地山の高まりが残 り、約10cm前 後の深さで黒褐色土を貼って床面 としていた。

ST16竪 穴住居跡(第9図)調 杢区東半の北壁際、A-4～5グ リッドに位置 し、IV層 上面で

検出された。南側 をST3、 西側をSD17に 切 られ、北側が調査区外 に延びている。

概ね東壁に付 くカマ ド周辺部のみの検出であった。平面形は、残存する東壁形状等か ら方形

と推測され、南北残存部で約1.2m以 上となる。方位は南北軸でN-15.-Eを 測 る。ほぼ床面

での検出で、床面には貼床が施される。壁や主柱穴は、未検出で不明となる。

カマ ドは、東壁 に設置 され、北側は調査区外に延 びる。焼土や南側袖はSD17に 壊 され、部

分的に残存する。煙道部は壁際か ら短 く突出し約20cmの 規模である。燃焼部は長 さ約60cm、 幅

約48cm以 上で、焼土の広が りは長軸で約40cm以 上、確認面からの深 さは約6cmを 測る。

住居貼床の掘 り方は、部分的で最 も深い所で約12cm、 黒褐色砂質土 を貼床に利用 している。
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IV検 出遣構

大

B溝 跡

今調査の上層 を主に4条 の溝跡を登録 し、特にSD17と した溝跡は長大で特徴的であった。

溝SD17溝 跡(第10図)調 査区中央部A～B-4グ リッド、皿層下部のIV層 上面で検出された。

東側でST3・16を 切 り、南北で調査区外に延びる。調査区をほぼ南北に走行す る溝跡で、幅

約3m、 検出長約10m以 上を測る。溝跡の断面形は、概ね、薬研掘状 を呈する。底面は平坦で、

確認面からの深 さは約1m前 後を測る。覆土は主に黒褐色砂質シル トである。

C土 坑 とピ ッ ト

土坑及び大小のピッ ト群が数十基検出された。ピット中には一部柱痕も認められたが、建物

として組むには至らなかった。全体を表にまとめ、特徴的なものを記す。

SK23土 坑(第9図)上 層A-5グ リッ ドのST3に 北接する。平面形は直径約80cm前 後 を測

るほぼ円形で、底面はほぼ平坦で、壁は緩やかに立ち上が る。確認面か らの深 さは24cmを 測 り、覆

土は単層の黒褐色 シル トである。同形態の土坑 としてST3に 南接す るSK24が ある。

中世の土坑墓SH14土 坑墓(第9図)上 層A-5グ リッドでST3の 覆土上面で検出され、本遺跡の最 も新

しい遺構の一つである。平面形は直径約60cm前 後の円形で、底面はほほ平坦で、壁は緩やかに

立ち上がる。確認面か ら深 さ約15cmを 測 り、覆土は黒色粘質シル トで、骨片や焼土、古銭が2

枚出土し、中世の土坑墓 と推定された。同様の土坑墓 としてSD17を 切るSH8が ある。

主な土坑 ・柱穴観察表

遺構Nα 層 出土地区 平面形 長 径
(cm)

短 径

(cm)

深 さ

(cm)
覆 土 出土遺物 備 考

SK4 上 A-3 円 形 112 64～ 25 黒褐色シルト 縄文土器

SK5 上 A-3 円 形 133 122 15 黒褐色シルト

SH8 上 A-5 円 形 64 61 14 黒色粘質シルト 人骨粒 ST3を 切 る

SP11 上 A-4 楕円形 72 44 24 黒褐色シルト 縄文土器

SP12 上 B-4 円 形 72 53～ 28 黒褐色シルト SP13・19に 切 られ る

SP13 上 B-4 楕円形 104 70 15 黒褐色シルト

SH14 上 A-4 楕円形 72 56 10 黒色粘質シルト 人骨粒 ・古銭 SD17を 切 る

SP19 上 B-4 楕円形 56 36 17 黒褐色シルト

SP20 上 B-4 円 形 29 22 17 黒褐色粘質シルト

SP21 上 B-4 楕円形 100 43 12 黒褐色シルト SP22に 切 られる

SP22 上 B-4 円 形 30 21 18 黒褐色シルト

SK23 上 A-5 円 形 80 73 24 黒褐色シルト

SK24 上 B-6 楕円形 66 54 13 黒褐色シルト

SP25 上 B-6 円 形 24 22 14 黒褐色シルト

SP27 上 B-3 円 形 20 11～ 23 黒褐色シルト SP29・30を 切 る

SP29 上 B-3 円 形 52 49 23 黒褐色シルト SP28に 切 られる

SP30 上 B-3 楕円形 58 40 24 黒褐色シルト

SP33 上 B-5 円 形 30 24 17 黒褐色シルト 土師器

SP37 上 B-3 楕円形 150 55～ 18 黒褐色シルト

SP36 下 B-3 円 形 60 56 17 暗褐色シルト 土師器

SP37 下 B-3 楕円形 74 40 32 暗褐色シルト SP38を 切 る

SP38 下 B-3 円 形 44 42 5 暗褐色シルト

SK39 下 B-4 楕円形 87 70 46 暗褐色シルト

SP40 下 A-3～4 円 形 46 40 60 暗褐色シルト

SK41 下 A-3 楕円形 105 50～ 9 暗褐色シルト SK42・43に 切 られ る

SK42 下 A-3 円 形 50 42 11 黒色シル ト

SK43 下 A-3 円 形 32 32 21 黒色シル ト

SP44 下 A-3 楕円形 46 34 31 黒色シル ト

SK45 下 A-3 楕円形 122 74 18 暗褐色シルト 縄文土器(RP93)

SP46 下 A-2 楕円形 40 32 80 暗褐色砂質シルト
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IV検 出遣構

規 模

覆 土 層 準

最 下 層

下 層

2下 層の遺構

今調査の下層では、調査区西半部で河川跡が検出され、他 に調査区東半部で小型の土坑や小

ピット群等が確認された。以下に主たる河川跡を概述す る。

SG9河 川 跡(第11～14図)

調査区西半部のA～B-1～3グ リッ ドに位置する北東から南西に延びる河川跡である。調

査区全体 に認められる皿層(奈 良～平安時代の遺物包含層)下 、IV層 上面で検出される。調査

区内を北東か ら南西方向に斜行する分布状況や土層か ら、前回までの調査で明らかな同方向に

遺跡を縦断する河川跡の左岸部と判断された。堆積状況は概ね良好な遺存だが、遺物は全体 に

希薄で、縄文土器を主に破片資料に限られる。

今調査では、河川の最大幅が約8.7m以 上、検出長で約16m以 上を測 る。確認面か らの深 さは

最 も深い部分で約2mを 測 り、B-3グ リッ ドの北側にかけて急に深 くなる。河川跡の断面形

は、緩やかな船底型を呈 し、底面は岸側で平坦、中央部で溝状 の凹部が認められる。

覆土は4層 に大別され、上層(F1～3)が 砂礫層を主体 とする無遺物層、中層(F4)が

暗褐色土の古墳時代前期、下層(F5)が 暗褐色土を主 とする縄文時代中期末葉、最下層(F

6)が 砂礫層の縄文時代中期後～末葉 と出土遺物等か ら判断された。また、下層(F5)は 覆

土の差異等か ら特 に上から3層(F5a・5b・5c)に 細別され、更にF5a層 では一部砂

礫層の混入等により細分(F5a・F5a下 ・F5a下 砂礫)が 可能であった。以下に具体的

な層毎の堆積状況や形成過程について時期の古い川頁に記す。

F6層(第13図)は 、河川跡最下層で、砂礫層の洪水堆積 を示す。本層は、河川中央部にあた

る調査区西端を中心に堆積 し、調査区西壁の最 も厚い所で約75cm程 が確認される。また、地山

底面には、河川の侵食作用 と考えられる幅約30cm前 後の溝状の凹地が北か ら南西方向に数条 に

渡 り削出され、凹地内に砂礫層が堆積する。出土遺物は非常に散発的で、今調査で縄文時代の

最 も古相の弧状 に廻 る重沈線文(20-27)や 磨消縄文の無文帯(21-4)の 土器等が出土 した。

F5c層(第13図)は 、均一な黄褐色微砂層で、概ね河川幅全体に分布する。本層はF6層 に

より形成された緩やかな低地に堆積 し、河川左岸の斜面部が最 も厚 く約30cmを 測 る。遺物は斜

面部分で単発的に沈線文(20-24)や 沈線 を伴 う隆線文(隆 沈線文:20-17・19)等 が出土す る。

F5b層(第13図)は 、暗褐色 シル ト層で、F5c層 で埋 り切 らない河川中央部の西か ら東方

向の約3m幅 の凹部(流路)に 堆積 し、B-2グ リッ ドの北側でほぼ北 に向 きを変 える。西側 よ

りも北側 に厚 く堆積 し約20cmを 測る。遺物 もその周辺に多 く分布 し、隆沈線文(20-20)の 他

に、隆線紋の頂上が稜 を持つ所謂稜線文(20-2)や 肥厚する口縁部等の土器群が出土 した。

F5a下 砂礫層(第12図)は 、暗褐色砂礫を呈 し、上位のF5a下 層 と共に調査区北壁に認め

られず、F5b層 によって形成された幅約50cmの 窪地に洪水等で土砂が溜ったと推測 される。

F5a下 層(第12図)は 、暗褐色粘質シル トで、下位のF5a砂 礫層が侵食された幅約60cm、

深さ約30cmの 二又状の落ち込みに堆積 し、西側で幅約150cmに 集約され徐々薄層 となる。

上記F5a下 砂礫 ・F5a下 層の両層は、当初上位のF5a層 下位の北東部分のみ堆積す る

状況から同層に連なる一部と考えていた。 しかし、両層は、二又状広がる平面分布や洪水堆積
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IV検 出遺構

による砂礫層の特徴か ら上位F5a層 と分離 させ、前者をF5a下 層とし、後者をF5a下 砂

礫層 とした。出土遺物は両者とも微量で散発的である。稜線文(20-12・13)が 確認される。

F5a層(第12図)は 、暗褐色粘質シル トで、F5層 中の最 も上位層に位置す る。下位のF5

a下 層等によ りほぼ埋 り切 った河川跡中位の全体 に広が り、深さ10～30m前 後で、全体に北東

側が厚 く堆積する。出土遺物 は下位層 に比 してやや多 く、斜面際に多 く分布す る傾向も認め ら

れる。隆沈線文(20-21)の 他 に稜線文(20-5・9・11)や 肥厚する口縁部等の土器群があ

り、新相の縄文時代晩期後葉の大洞A式 期の所謂工字文(21-23)が 出土する。

F4層(第12図)は 、暗褐色粘質シル トで、河川跡中位に全体に薄 く堆積 し、F5層 全体 に比 中

べ色調が明るく深さ10cmな がら河川跡全体 で確認 される。本層は、出土遺物の量は下位層 に比

して多 く、やや斜面際に多 く分布する傾向 も認め られる。所謂稜線文(20-1・7・8)や 肥

厚する口縁部等の土器群の他 に、新相の前述同晩期後葉の工字文(21-22)が 出土する。また、

河川跡出土遺物で最 も新 しい古墳時代前期 と推測 される土師器(21-5・6)が 出土 した。

F1～3層(第11図)は 、全体 に灰褐色砂礫層で無遺物層である。前層までに埋 り切 らない河 上

川中央部の調査区西側に堆積する。黄褐色微砂のF3層 を除きFl・2層 は砂礫層で洪水等が

成因であろう。両層は、北東～南東方向の河川中央部で径10cm大 の川原石を多 く含み、東側の

左岸にかけて徐々に薄 くシル ト化する。特にF1層 は、幅約5m以 上、最 も厚い中央で約60cm

が堆積 し、概ね本段階で河川は完全に埋没 し、次代の奈良～平安時代の遺構面を一部形成する。

層

層
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V出 土遣物

V 出土遺物

1上 層の遺物

土 師 器 鍋

須恵器杯分類

奈良～平安時代の土器

上層で主体を占める奈良～平安時代の土器は、竪穴住居跡や溝跡を中心にまとまった資料が

得 られた。これらは、所謂国分寺下層式期の古相 を示す一群と 「土師器 ・須恵器の優位性、赤

焼土器の量的増加」等が指摘 される新相の一群 とに大別 される。以下 に古い川頁に主な遺構の主

たる土器群を概述し、器種については圷類を中心に、他の器種 は特徴的なものを説明する。

ST16竪 穴住居跡の出土土器(第16図)住 居跡のカマ ド周辺から土師器鍋 ・甕が出土 した。

土師器の鍋(16-3)は 、口径約36cm、 高 さ約15.5cmの 平底 で逆台形状を呈す るものである。

口縁部は、緩やかに屈曲外傾 し、口唇端部を肥厚 させ口唇 を摘 まみ上げる形態である。底部は

網代痕があ り、底径は約9cmで ある。体部～口縁部成形はロクロ成形で、体部の二次調整は、

内面は横ハケメを施 し、外面は縦ハケメ調整後、底部付近や体部の一部に幅の狭いハケメやミ

ガキ状のナデ調整を横方向に施す。口縁外面はハケメ調整後、横ナデを行い、器面を整える。

他に土師器の甕(16-5)は 、口縁部がやや長 く緩やかに外反 し、長胴形を呈すると推測 さ

れ、内面横ハケメ、外面縦ハケメが施される。16-4も 同様の土師器甕の体部片 と推測 される。

時期的には重複関係から後述ST3よ り古 く、土師器鍋の形態等から8世 紀中～後葉 と考 え

られる。

ST3竪 穴住居跡の出土土器(第15・16図)竪 穴住居跡の覆土、カマ ド周辺や床面、貼床か ら

出土 した土器群で、器種構成は須恵器圷 ・高台付圷、土師器圷 ・鉢 ・甕等が確認 される。

覆土からは、須恵器圷 ・高台付圷、土師器圷 ・甕等が出土した。須恵器圷は、底径が10cm前

後 と底径が大 きく、底部から体部が直線的に外傾する箱型 を呈する形態(A類:15-1)、 底径

がやや小型化 し、底部から体部にかけて緩やかに外傾す る逆台形を呈する形態(B類:15-2・

3)に 大別される。底部切 り離 しは全てヘラ切 りで、15-1は 体部下端か ら底部にヘ ラケズリ

を施す。他に、須恵器高台付杯(15-6)も 見 られ、底部付近にケズリ調整が施される。

土師器では、杯(15-8)が あ り、内外面及び底部にミガキを施し、内面黒色処理 される。

これは、所謂 「国分寺下層式」期の範疇の ものと考えられる。鉢(15-10)は 体部片 と推測 さ

れる。内面の横や斜方向に細密なミガキが丁寧に施 され、外面は縦 にハケメ調整 される。甕

(15-11)は 、中型の口縁部が 「く」の字状 に屈曲する形態で、内面横ハケメだが、外面は縦ハ

ケメ後、やや幅広のミガキ状の調整を縦位に施し、頚部付近にも同様の調整が横方向に施され

る。なお、頚部 には幅広の沈線が廻 り、体部 と口縁部が画されている。

床面やカマ ド周辺からは、須恵器杯、土師器圷 ・甕片が出土 した。須恵器圷(15-5)は 、

床面に逆位で出土し、底径約8～9cm前 後を測る。底部から緩やかに体部が立ち上がる前述B

類の形態にあたる。底部切 り離 しはヘラ切 りである。
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V出 土遺物

土師器類では圷 ・甕が出土し、圷(15-7)は 、外面体部下半～底部をヘラケズ リし、内面 国分寺下層式期

横 ミガキ後に黒色処理される。「国分寺下層式」期の新相であろう。甕(16-1・2)は 長胴甕

で、16-1は 口縁部が 「く」の字状に強 く外反す る。体部は外面縦、内面は横のハケメで、口

縁部は内外面横ナデで口唇 を整える。16-2は 体部内外面ハケメ、底部に木葉痕が見 られる。

貼床中か らは、須恵器圷 ・土師器鉢が出土 した。須恵器杯(15-4)は 、底径がやや大 きく

逆台形を呈する器形(B類)で 、底部はヘ ラ切 りである。土師器鉢(15-9)は 、15-10と 同

形態で、器厚が薄 く、内面は丁寧な横 ミガキを伴 う黒色処理、外面は縦のハケメが見 られる。

時期的には、床面や貼床内の須恵器杯B類 がA類 に比 して新出と判断される事や、内面黒色

処理の土師器杯 ・鉢等の形態か ら概ね8世 紀後葉 を前後する頃と捉 えられる。覆土中には、B

類 と共にA類 の須恵器圷が確認されるが一部古相の一群 も混入 したものと推測 される。

SD17溝 跡の出土土器(第16～18図)溝 跡覆土を主に須恵器圷 ・蓋 ・鉢 ・甕 ・壷、土師器杯 ・

甕、赤焼土器杯 ・甕等が確認されたが、全体に破片資料で時期幅のある土器群が出土 した。

供膳具では、須恵器圷(16-6)が 、B類 とした形態で、底径が約7.4cmの 底部切 り離 しヘラ

切 りである。土師器杯(16-8)は 、国分寺下層式期の新相 と考えられる形態で、内面黒色処

理、外面体部下半及び底部にケズリ調整が認め られる。赤焼土器では、圷(16-7)・ 高台付圷

(17-1)が あ り、底径約7cmと やや大振 りである。両者とも底部回転糸切 り離 しである。

これらに伴 う須恵器蓋(17-2・3)は 、山笠型で17-2は 口径約15cm前 後 を測る。摘み部

は両者共欠損 して不明だが、グリッドではリング状の摘みの破片(19-4)が 出土 している。

煮炊具では、土師器甕を主体 に赤焼土器甕 も認め られた。これらは口径約25cm前 後を測 る長

胴型の大型品と、口径が約15～20cm内 外の体部やや球形を呈する小～中型品に大別される。

土師器甕では、大型品(17-6～8・18-2)、 小～中型品(17-4・18-3)が 認め られる。

両者共に概ね全体 に体部は外面縦ハケメ、内面横ハケメが施され、口縁部は横ナデで整えてい

る。口縁 は単純に外反 ・外傾するものが多 く、一部に口唇部が直線的に立ち上が り、口唇端部

がやや肥厚するもの(17-4)や 口唇部に面を有するもの(17-6)等 も散見 される。

赤焼土器甕 も、大型品(18-1)や 小型品(17-5)が 認め られ、18-1は 外面のロクロ成

形後、体部下半に縦方向のケズ リ調整が施 される。口縁部は口唇を直線 的に立ち上げ口唇端部

を肥厚 させる形態である。17-5は 小型品で、やや内湾気味の 「く」の字口縁 を呈する。

貯蔵具では、須恵器鉢 ・壷 ・甕類が確認 される。鉢(18-4)は 、口径約23cm以 上を測 り、

口縁部が短 く屈曲す る。壷(17-1)は 体 部下半で外面平行状 タタキ痕がある。甕(17-2・

3)は 体部片で外面に平行や格子 目状のタタキ、内面に平行や同心円状 のアテ痕がある。

時期的には、一部古相の内面黒色の土師器圷やB類 とした須恵器圷等の古い様相 も窺えるが、

重複関係や大振 りの赤焼土器杯類が新相で、全体 には9世 紀後半頃と捉 えてお く。

古墳時代の土器(第19図5～7)下 層の河川跡上層よ り古墳時代前期と推測される土師器壷片 古 式 土 師 器

が出土した。胎土色調が明るく全体に器厚が薄い。一部ミガキ痕跡があるが摩滅が著 しい。

中世の遺物(第19図8～13)上 層包含層を主に、中世 と推測されるかわ らけ片が出土 した。底 か わ ら け

部切 り離 しが19-9を 除き全 て回転糸切 りのロクロ成形で、19-8は 中位にナデによる段 を有

する。他 にSH14よ り人骨片と共に銭名不明の古銭(図 版28)が2枚 融接 して出土 した。

時期的には、段の形態等から13世紀前後の所産と考えられる。
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V出 土遺物

2下 層の遺物

A縄 文土器

今回の調査における縄文時代 の土器の出土量は整理箱にして約5箱 である。河川跡や小 ピッ

トを主とした遺構の性格等に依 ると考えられるが、出土土器の殆 どが小破片で、全体の器形、

文様構成が把握できる資料はほとんどない。 しか し、大半の土器に隆線 や沈線で区画 された磨

消縄文帯が認められる事か ら縄文時代中期後～末葉を中心とする時期が判別される。 また、一

部所謂工字文 と称 される同晩期末葉期 と考えられる土器群も散見された。

本項では前回までの調査結果を基に縄文時代中期を6群 、晩期を1群 に分け、文様構成要素

の観点か ら細分を行ってい く。なお、各個別の観察、分類は観察表 に譲 り、ここでは概括的な

記載に留める。

1文 様 を持つ土器(第20図1～27・ 第21図1～5)

第1群 土器(隆 線区画による磨消縄文帯を持つもの:第20図1～21)粘 土紐の貼付け等による

隆線文系の文様表現技法で区画を施す磨消縄文帯 を持つ一群である。この一群は、隆線頂上部

が稜線状 を呈 し、隆線端部等の形状か ら以下に分類できる。

a類:隆 線頂上部が稜線状 を呈する もの(20-1～15)

b類:隆 線頂上部は同様で、隆線の両端部に沈線を伴 うもの(隆 沈線文:20-16～21)

これらは全体に深鉢の口縁部(20-1～5)や 体部(20-7～21)の 小破片 と推測 されるが、

一部にやや小型の鉢状を呈するもの(20-6)が 認め られる。口縁部は肥厚す るもの(20-2・

3)と 口縁内面下端に段を有するもの(20-6)が ある。

文様構成は、破片のため全体 を把握できるものは少ないが、丁寧 なミガキ等 による磨消縄文

帯で構成され、a類 では、20-1が 雁又文や波濤文と推測 され、他 にも隆線が弧状に廻 る一群(20

-2～4・5・8・14)が ある。また、20-15は 充填縄文内に弧状 に刺突文を施 している。

b類 では、20-20の 隆線断面形がやや蒲鉾型 を呈 し、古相の様相 を呈す。20-21は 沈線の両

端が肥厚 して隆線状 を呈す るが、沈線施文によって二次的に作出された ものと考えられる。

地文は、区画内の充填縄文が主体で、単節縄文がほとんどであるが、複節(20-6)や 撚糸

文(20-21)等 も散見される。単節の縄文で も20-17の ように密な縄文を施す ものが注意された。

本類は、稜 を形成する隆線の形状 や幅広の磨消縄文帯等か らほぼ同時期の所産と考 えられ、

縄文時代中期末葉の大木10式 中～新段階に比定 される。

第2群 土器(沈 線区画による磨消帯を持つ もの:第20図22～26)沈 線 による区画で磨消縄文帯

を構成する一群である。沈線両端は平滑で明らかに沈線による区画が意図されている。これ ら

は、突起の付 く浅鉢の20-24を 除き、全て深鉢である。

文様構成では、沈線が弧状 に廻 り磨消縄文帯 を構成するもの(20-23・24)と 、沈線で方形

状に区画 し磨消縄文帯が構成されるもの(20-26)と があ り、後者がより後出と考えられる。

地文は、全て単節縄文で、一部20-25は 細かな縄文原体 を用い密 な縄文施文 となっている。

20-22は 口縁部のほぼ直下 に沈線区画された磨消縄文帯があ り、沈線下にRL縄 文が縦位 に充

填 される。

稜 線 文 区 画

隆沈線文区画

沈 線 文 区 画
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V出 土遣物

縄 文 原 体

工 字 文

本類は、沈線で方形状に区画される20-26等 が新相 と考 えられ大木10式 新段階、沈線が弧状

に廻 り幅の狭い磨消縄文帯の20-23や 同様の20-24が 古相で、概ね同式の古～中段階 と捉 えら

れる。

第3群 土器(渦 巻文:第20図27)沈 線 を弧状に多重で施 し、渦巻状を呈するものである。1点

出土 し、浅鉢の口縁部付近の突起 と推測される。口縁部 に複数単位で横位に文様構成 された も

のと考えられ、渦巻文上部は注口状に緩やかに轡曲する。本類 は、横位に展開されるであろう

文様構成か ら同中期後葉の大木9式 と推測される。

第4群 土器(無 文帯を有する ものを一括する:第21図22～26)磨 消縄文等による無文帯を形成

する一群である。器種 は深鉢類と推定 され、口縁部は肥厚するもの(21-1・2)や 内面下端

に段を有するもの(第21-3)が ある。21-5は 体部中央 に最大径があ り口縁部が窄 まるやや

小型の鉢 と推測 される。これは摩滅が著 しいが丁寧なミガキが施される。本類は、破片資料が

多 く不明な点が多いが、無文帯の調整や口縁形態の類似等から第1・2群 と同様の時期が推測

される。

∬ 文様を持たない土器

第5群 土器(地 文のみのものを一括す る:第21図6～20)表 面に斜行縄文や撚糸文等の地文が

施文 される一群である。全て深鉢 と推測 され、若干の口縁部片を除き、大半が体部破片である。縄

文の種類は以下のものが認め られる。

a類:斜 行縄文(21-6～14)

b類:撚 糸文(21-15～20)

具体的には、a類 は、単節(LR・RL)が 主で、一部複節(RLR:21-13・14)が 認め

られる。概 ね横位回転施文であるが、21-9・12・14等 は縦位 となる。b類 は、撚糸文L・R

が主体 を占めるが、21-18・20は 摩滅等が著 しく原体不明となる。全て小破片で全形は判然 と

しないが、胎土や器面調整が第1～2群 と類似する事か ら同様の深鉢類の一部と考えられる。

第6群 土器(櫛 描条線文:第21図21)表 面に木口等の道具による縦を基調 とする数条の平行沈

線が施文されるものである。細片のため所属時期は判然 としないが、縄文中期後葉の ものと考

えられる。

第7群 土器(縄 文時代晩期末葉:工 字文:第21図22・23)所 謂工字文を施文する もの。浅鉢の

口縁部片で、器厚が全体に薄い。晩期末葉の大洞A式 期のものである。

B石 器

今調査では河川跡か ら剥片素材の石器、いわゆる二次加工が見 られるtoolが2点 出土 した。

石鍼(第21図24)基 部が茎を持つ形態の所謂有茎鍛で、尖頭部の下端が外側に張 り出す形態で

ある。頁岩製である。

削器(第21図25)剥 片の縁辺に連続的な調整剥離加工を施 して、刃部を作出 した削器である。

素材 となる剥片の背面側を表、打面を上にして置いた場合 に、両側縁 に刃部を作出する形態で

ある。刃部の加工は、右側縁で両面にわた り、左側縁は片面のみで背面側が素材の自然面のま

まである。頁岩製である。
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V出 土遺物

出土遺物観察表(1)

挿
図
番
号 種別 器種

計測値 底部切離
・調整

調整技法
遺構番号 遺物番号 備考

口径 底径 器高 外 面 内 面

15

1 須恵器 j不 (150) (120) 46
ヘ ラ切 り→

ケズ リ
ロクロ ロク ロ ST3

2 須恵器 杯 (90) (29) ヘ ラ切 り ロクロ ロク ロ ST3

3 須恵器 杯 (84) (30) ヘ ラ切 り ロクロ ロク ロ ST3EL(北)

4 須恵器 j不 (133) (71) 34 ヘ ラ切 り ロクロ ロク ロ ST3床 直上 RP106

5 須恵器 j不 (76) (16) ヘ ラ切 り ロクロ ロク ロ ST3F5中(床 直上) RP4

6 須恵器 高台付杯 (74) (24) ロ ク ロ ・ケ ズ リ ロク ロ ST3

7 土師器 杯 (60) (30) ケ ズ1」 ケズ リ ミガ キ ST3 黒色化

8 土師器 杯 (66) (18) ケ ズ1」 ケズ リ ミガ キ ST3EL(北)

9 土師器 鉢 (38) ハ ケメ ミガ キ ST3貼 床 中 RP105 黒色化

10 土師器 鉢 (56) ハ ケメ ミガ キ ST3 黒色化

11 土師器 甕 (74) ヘラナデ ハケ メ ST3

16

1 土師器 甕 (258) (92) ハ ケ メ ・ナ デ ハケ メ ST3床 直上 RP8

2 土師器 甕 (97) (57) 木葉痕 ハ ケメ ハケ メ ST3床 直上 RP7

3 土師器 鍋 354 (86) 152 網代痕 ハ ケ メ ・ナ デ ハケ メ ST16EL・SD17F1・ 皿 RP2

4 土師器 甕 (61) ハ ケメ ハケ メ ST16EL・F RP11

5 土師器 甕 (100) ハ ケ メ ・ナ デ ハケ メ ST16EL RP2

6 須恵器 杯 (74) (24) ヘ ラ切 り ロクロ ロク ロ SD17F3上 RP18

7 赤焼土器 j不 (68) (34) 回転糸切り ロクロ ロク ロ SD17F3中 RP22

8 土師器 」不 (69) (13) ケズ リ ケズ リ ミガ キ SD17『 層 黒色化

17

1 赤焼土器 高台付j不 152 67 58 回転糸切り ロクロ ロク ロ SD17F1 RP21

2 須恵器 蓋 (154) (18) ロクロ ロク ロ SD17F2

3 須恵器 蓋 (14) ロクロ ロク ロ SD17『 層

4 土師器 甕 190 (174) ハ ケ メ ・ケ ズ リ ナデ SD17F2 RP23・28

5 土師器 甕 (158) (40) ロ ク ロ ・ハ ケ メ ロク ロ SD17皿'層

6 土師器 甕 (233) (65) ハ ケ メ ・ナ デ ハ ケ メ ・ナ デ SD17F2 RP30

7 土師器 甕 250 (216) ハ ケ メ ・ナ デ ハケ メ SD17F4 RP1・3・19

8 土師器 甕 (99) (176) ハ ケメ ハケ メ SD17F4 RP1・3・19

18

1 赤焼土器 甕 (293) (180) ロ ク ロ ・ケ ズTJ ロク ロ SD17F1 RP10

2 土師器 甕 (190) ハ ケメ ハケ メ SD17F1・5・ST16 RP2

3 土師器 甕 (90) (31) 網代痕 ハ ケ メ ・ナ デ ナデ SD17F1

4 須恵器 鉢 (230) (74) ロクロ ロク ロ SD17F3上 RP16

19

1 須恵器 壷 (105) (37) ヘ ラ切 り タ タ キ ・ケ ズ リ ロク ロ SD17F3中 RP12・13

2 須恵器 甕 (83) タタキ アテ SD17皿'層 RP9

3 須恵器 壷 (97) タタキ アテ SD17F1下 RP17

4 須恵器 蓋 (14) ロクロ ロク ロ SD17

5 土師器 壷 (39) SGgF4Y RP42 古墳時代

6 土師器 壷 (34) ミガキ ミガ キ SGgF4中 RP41 古墳時代

7 土師器 壷 (21) ミガ キ SGgF4 古墳時代

8 赤焼土器 杯 50 (15) 回転糸切り ロクロ ロク ロ X-0

9 か わ らけ (80) (25) てつ くね E半 皿層

10 か わ らけ (78) (50) 21 てつ くね E半 皿層

11 かわらけ (58) (8) 回転糸切り ロクロ ロク ロ E半 皿層

12 かわらけ (67) (4) 回転糸切り ロクロ ロク ロ E半 皿層

13 かわらけ (62) (4) 回転糸切り ロクロ ロク ロ E半 皿層

20

1 縄文土器 深鉢
口縁:

雁又状の隆線区画 地文:RL
の磨消縄文帯

SGgF4Y RP31

2 縄文土器 深鉢
口縁:隆 線区画の 地文:RL

磨消縄文帯
SGgF4上 ・F5b下

RP32・

RP86

3 縄文土器 深鉢
口縁:隆 線区画の

磨消縄文帯
SGgF5c下 RP96

4 縄文土器 深鉢 口縁:隆 線区画の 地文:RL(縦)

磨消縄 文帯
SGgF6礫

5 縄文土器 深鉢
口縁:隆 線区画の 地文:RL

磨消縄文帯
SGgF5aY上 RP66

6 縄文土器 鉢
口縁:隆 線区画の 地文:RLR

磨消縄 文帯
SGgF4

7 縄文土器 深鉢
体部:隆 線区画の 地文:RL

磨消縄文帯
SGgF4Y RP36

8 縄文土器 深鉢
体部:隆 線区画の 地文:LR

磨消縄文帯
SGgF4Y RP38

9 縄文土器 深鉢
体部:隆 線区画の 地文:RL

磨消縄文帯
SGgF5a中 RP57
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V出 土遣物

出土遺物観察表(2)

挿
図
番
号 種別 器種

計測値 底部切離
・調整 調整技法 遺構番号 遺物番号 備考

口径 底径 器高

20

10 縄文土器 深鉢 体部:隆 線区画の
磨消縄文帯

X-0

11 縄文土器 深鉢 体部:隆 線区画の
磨消縄文帯

SGgF5aY上 RP59

12 縄文土器 深鉢 体部:隆 線区画の
磨消縄文帯

SGgF5a下 RP72

13 縄文土器 深鉢 体部:隆 線区画の
磨消縄文帯

SGgF5a下 RP71

14 縄文土器 深鉢
体部:隆 線区画の

磨消縄文帯
SGgF5c下 RP103

15 縄文土器 深鉢
体部:隆 線区画の 地文:RL・ 弧

磨消縄文帯 状に連続刺突
SGgF4下 RP35

16 縄文土器 深鉢 騰 轟 難 区画地文・原体不明 SGgF6

17 縄文土器 深鉢 騰 論 欝 区画地文・RL SGgF5c中 RP91

18 縄文土器 深鉢 騰 論 難 区画地文・RL SGgF5c

19 縄文土器 深鉢 体部:隆 沈線区画 地文:RLR
の磨消縄文帯 SGgF5cY直 上 RP94

20 縄文土器 深鉢 騰 論 欝 区画地文・RL
SGgF5b中 RP81

21 縄文土器 深鉢 騰 論 難 区画地文・撚紋 ・
SGgF5a RP55

22 縄文土器 深鉢
口縁:沈 線区画の 地文:RL(縦)

磨消縄 文帯
SGgF5aY上 RP60

23 縄文土器 深鉢 騰 搬 響区画地文・LR 調査区西壁南

24 縄文土器 深鉢 体部:沈 線区画の
磨消縄文帯。突起付

SGgF5cY直 上 RP95

25 縄文土器 深鉢 体部:沈 線区画の 地文:RL
磨消縄文帯

SGgF5aY上 RP61

26 縄文土器 深鉢
体部:

沈線による方形状 地文:RL
区画の磨消縄文帯

SGgF5aY上 RP63

27 縄文土器 浅鉢
口縁:重 沈線によ
る渦巻文

SGgF6礫

21

1 縄文土器 深鉢 口縁:磨 消縄文帯 SGgF5bY直 上 RP75

2 縄文土器 深鉢 口縁:磨 消縄文帯 SGgF4中 RP34

3 縄文土器 深鉢 口縁:磨 消縄文帯 地文:RL SGgF5aY上 RP67

4 縄文土器 深鉢 体部:磨 消縄文帯 SGgF6Y直 上 RPIO7

5 縄文土器 鉢 体部:磨 消縄文帯 SGgF4下 RP35

6 縄文土器 深鉢 地文:LR SGgF5bY直 上 RP74

7 縄文土器 深鉢 地文:RL SGgF5a RP64

8 縄文土器 深鉢 地文:RL SGgF5c上 RP102

9 縄文土器 深鉢 地文:RL(縦) SGgF5b中 RP87

10 縄文土器 深鉢 地文:LR SGgF5a下 中 RP73

11 縄文土器 深鉢 地文:RL SGgF5c下 RP92

12 縄文土器 深鉢 地文:LR(縦) SGgF5cY RP104

13 縄文土器 深鉢 地文:RLR SGgF5a RP56

14 縄文土器 深鉢
地文:

RLR(縦)
SGgF5bY直 上 RP88

15 縄文土器 深鉢 地文:撚 糸文L SGgF5c

16 縄文土器 深鉢 地文:撚 糸文R SK45F RP93

17 縄文土器 深鉢 地文:撚 糸文L SGgF4中

18 縄文土器 深鉢 地文:撚 糸文L SGgF4上 RP37

19 縄文土器 深鉢 地文:撚 糸文L SGgF4中 RP44

20 縄文土器 深鉢
地文:

撚糸文原体不明
SGgF5a下Y RP70

21 縄文土器 深鉢 地文:櫛描条線文 SGgF5b上

22 縄文土器 深鉢 口縁:工 字文 SGgF4Y RP48 縄文時代晩期

23 縄文土器 深鉢 口縁:工 字文 SGgF5a 縄文時代晩期

24 石器 石鎌 長36 幅18 厚52 SGgF4中 RQ39

25 石器 削器 長108 幅39 厚12 SGgF5c下
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Wま とめと考察

まとめと考察

1ま とめ

調査では、下層に縄文時代の河川跡、土坑、 ピッ ト群等を検出し、上層か らは奈良～平安時

代の竪穴住居跡を中心 とした溝跡やピッ ト群等 を検出した。以下に前回までの調杢結果 も踏ま

え、古い川頁に各層毎の遺構 と遺物を整理 してまとめとしたい。

下層の遺構と遺物 今調査の現地表より約2m下 で縄文時代 を主 とした遺構面 を確認 した。調

査区西半部で河川跡が検出され、前回までの調査で も確認された本遺跡を北東か ら南西方向に

縦断する河川跡の一部 と推定 された。調査区東側 は小型のピッ トや土坑 の検出に留まった。

SG9河 川跡は、幅約8m以 上、最深部で約2.5mの 規模である。覆土は上(Fl～3)・ 中 河 川 跡

(F4)・ 下(F5)・ 最下層(F6)に 大別 され、下層は堆積状況等か ら更 に細分できた。また、

上 ・最下層は洪水等による砂礫層が厚 く堆積 し、他の層位は全体に暗褐色粘質シル ト系の自然

堆積土が認められ、河川が洪水 と安定 した期間の堆積 を繰 り返 しながら徐々に埋没 していった

事が推測できた。最終は、前述上層の砂礫層(無 遺物層)が 、河川の残 った窪地に堆積 した段

階で完全 に埋没 し、次代の奈良～平安時代の遺構面として利用されたようである。

遺物は河川跡から主に縄文土器が出土 したが、破片資料が多 く器形を判断できるものは少な

い。しか し、最下層では縄文時代中期後葉の渦巻文(大 木9式)、 下層を中心に沈線文や稜 を有

する隆線文で磨消縄文帯を区画する同中期末葉の一群(大 木10式)、 下～中層で同晩期後葉の工

字文(大 洞A式)、 中層で古墳時代前期 と推測で きる古式土師器が出土 した事か ら、概ね河川の

各層の埋没時期が推察できた。他に石器 も僅かなが ら出土したが土器と同様に散発 的であった。

上記の遺物出土状況は、今調査区が、前回までの調査に見 られた竪穴住居跡 を中心 とす る集

落域から外れる同時期の集落北東縁にあたっている事に起因すると推測される。

上層の遺構と遺物 下層の遺構検出面の約30cm上 で奈良～平安時代の遺構面を確認 した。調杢

区東半部に重複する竪穴住居跡2棟 、溝跡1条 、中央～西半部にピット群が検出された。

竪穴住居では、ST3と した長さ6m前 後のやや大型の竪穴住居が注目される。柱穴の構築 特異な竪穴住居

に際し柱 を固定するための川原石を添 える特異 な形態が特徴的であった。他にST3に 切 られ

るST16は 、ほぼカマ ドのみの検出であったが、内陸地方では希少 な内外面ハケメ調整で平底

の鍋が出土 した。SD17溝 跡は、幅約3m前 後の大型で断面形が薬研掘状を呈 し、上記竪穴住

居を切 っている。包含層(皿 層)を 掘込まない事か ら概 ね同時代のより新 しい遺構と推測 された。

一方、遺物は竪穴住居跡等か ら出土 し、溝跡で一部新相の土器が散見された。主体は所謂国

分寺下層式期の新相 の土師器類や底径のやや大きい逆台形 を呈す る須恵器杯類 と判断された。

これらを基に奈良～平安時代の主な遺構の変遷 と年代観は、1期:STI6(8世 紀中～後葉)、 遺 構 の 時 期

ll期:ST3(8世 紀後～末葉)、HI期:SD17(9世 紀後半～10世 紀初頭)と 考えられる。

最後に、ST3やSD17の 上面で、中世の土坑墓(SK8・14)が 確認 され、焼土や骨片、 中 世 遺 構

古銭が出土 し、包含層を主 に当該期 と推測 されるかわらけが出土 した事 を付記 してお く。
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中 世

奈良～平安時代
の 包 含 層

奈良～平安時代

の遺構面(縄 文

時 代 包 含 層)

古 墳 時 代

縄 文 時 代

第3次 調 査

と の 相 違

2考 察

今調査は、遺跡範囲の北東縁辺部にあたるが、前回までの調査や体育館調査分 と併せて概観

すると遺跡の中央部を除く各時代の全体像が推測される。今調査で主体 となった二時期につい

て以下に考察す る。

A縄 文時代のSG9河 川跡 と基本層序 今調査の基本層序やSG9河 川跡覆土は、 これまで

の調査 と層準等の記載が一様でない事か ら調査区独 自の層序 を付 した。しか し、今調査区には、

南に第3次 調杢区(北 壁)・西に第4次 調査区(南 壁:河 川右岸)が 隣接してお り相互の関連が

注 目される。今調査区の基本層序や河川覆土を基 に上記各調査 区の層準を再考 して整理 しよう。

今調査の第6次 調査1層(現 表土)と 、第3次 調査Ia・b層(客 土した整地層)・第4次 調

査1層(旧 校舎盛土整地層)が 対応す る。

第6次 調査H層(旧 表土)は 、第3次 調査H層(旧 作土)・第4次 調査H(旧 表土)～ 皿(中

～近世包含層)層 が対応するであろう。第4次 調査 皿層に対応する中～近世の包含層は、今調査

ll層等から遺物が出ないため判然 としないが、今調査上層の奈 良～平安時代の遺構群を切 る最

も新 しい遺構群のSH8・14土 坑墓群やかわらけ等の出土層準が本時期にあたると考えられる。

第6次 調査皿層(奈 良～平安時代の包含層)は 、第3次 調査IHa・b層 ・第4次 調査V層 が概

ね対応 し、今調杢及び各調杢区の全体 に認められる。

次に、今調査の前述皿層下の奈良～平安時代の遺構面 を一部形成す るSG9河 川跡上層(F

l～3)砂 礫層は、第3次 調査IVa～c層 、第4次 調査VIa～c層 の砂礫層と各々対応すると推測

される。第4次 調査南壁は河川縁辺部にあた り、VI層は洪水等の堆積層で西側で徐々に薄失す る。

古墳時代前期の土師器片が出土する同河川中層(F4)は 、第3次 調査V層 ・第4次 調査W

層が共に古墳時代包含層 となる事から本層に相当する。

縄文時代中期 を主とした堆積層の同河川下層(F5a～c)は 、第3次 調杢では珊層(縄 文

時代中期の包含層)等 が該当 し、第4次 調査では河川縁辺のため欠落する。

同河川最下層(F6)砂 礫層は、第3次 調査では判然 としない。第4次 調査皿a・b層 の砂

礫層は位置的に河川縁辺から洪水等により溢れて堆積 したもの とも考 えられる。この河川最下

層の砂礫層は、第3次 調査でW層 下で検出された 「面 として不整合が多い」ST9竪 穴住居跡

やSX11落 ち込み遺構の覆土下層に認め られた砂礫層に相当する可能性がある。両遺構は、床

面の凹凸や貼床がない等の特徴や全体の層準からも、今調査の河川跡 に一連のものと判断でき

る。 また、覆土上層の粘質土はSG9河 川跡覆土の中層 に類似 し、概ねこの範疇で捉えられる。

以上の事か ら今調査の奈良～平安時代の遺構検出面を構成し、下位の縄文時代包含層でもあ

る第6次 調査IV層 は、第3次 調査皿層(無 遺物層:奈 良～平安時代の遺構面)・第4次 調査IX層

(縄文時代包含層)に あたると推測される。また、第4次 調査IX層 は、前述同珊層砂礫層の下位

全体に堆積する。これは今調査のSG9河 川跡中層(F5b層)がW層 を切る全体の層順では

大過ないが、同最下層(F6)砂 礫層下位には認められず、河川右岸 との堆積土の相違であろう。

上記のように今調査 と第3・4次 調杢の層順や遺物相 には概 ね共通性があ り、一部河川覆土

を基本層序や包含層と認定 した点等で異なっている。特 に第3次 調査(第22図)で は、IV層 以

下(ST9・ll含 む)が 河川跡の覆土の可能性が窺 えた。
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B山 形西高敷地内遺跡の奈良～平安時代の集落変遷 本遺跡の奈良～平安時代の集落につい

ては、同 『第4次 発掘調査報告書」(佐藤1992)の 考察 「古墳～平安時代 の遺構変遷」において、

それまでの調査全体 を通観 し、主な住居の供膳具等の形態か ら5時 期に分けた年代観が示 され

た。また、各時期の住居数の増減傾向や分布域 についても言及された。

これらを踏 まえ本稿では、本遺跡の住居床面等の土器群を主 とした遺跡内の土器変遷(第23

図)を 基に、一部覆土資料等で補い、「第4次 調査報告書」の 「考察」に対照 しながら、近年の

土器編年 も加味して、時期毎の集落変遷(第24図)や 土器組成等について述べてい く。

集落の出現は8世 紀前～中葉で 「8世紀初めか ら断続的に構築」営 まれる。これ らは全体 に

散発的で、竪穴住居が北東 と南西軸に傾 くもの(第1次 調査ST14・ 第4次 調査ST11・ 同S

T14・ 同ST28)が 多い。時期が判然 としない竪穴住居中にも同方向の ものがあ り重複関係か

らも概ね古いと判断で きる。この軸方向は、河川跡の流路等とも平行でその関連が窺える。遺

物では、「丸い天井部をもつ須恵器蓋 ・底径が大きくケズリ調整を伴 う須恵器杯 ・丸底の土師器

杯」があ り、他に前代か らの体部球形や寸胴の土師器甕が特徴 となる。

続 く8世 紀後葉～9世 紀初頭 では 「(竪穴住居が)も っとも数が多 くなる」傾向が窺え、調査

区南東部には集中的に掘立柱建物跡群が出現 して来る。本段階では住居の軸が、南北軸に変化

し、以後 この軸が主流 となって継続す る。竪穴住居中には、今調査のST3に 見 られた柱穴に

川原石が付設 されるものも含 まれる。遺物では「ヘラ切 りの須恵器圷・天井部にケズ リ調整 を伴

う須恵器蓋 ・くの字状の口縁 をもつ土師器甕」等の特徴が窺え、今調杢で出土 した内外面ハケメ

調整の土師器鍋や、外面ハケメ調整で内面が黒色処理 される土師器鉢 も本段階の所属であろう。

9世 紀前～中葉では、集落は 「調査範囲内に広 く分布」し、概ね住居方向も前段階を踏襲す

る。遺物では一部後出の 「回転糸切 りの須恵器圷」 もあるが、同形のヘラ切 りの須恵器圷が供

伴する段階と推測される。

9世 紀中～後葉は 「(調査区)西 側の限 られた地域にしか分布 しなくなる」傾向が窺え、本段

階以降、「(集落は)消 滅」するようである。遺物的には 「底径が小 さい回転糸切 りの須恵器圷 ・

赤焼土器(杯)の 供伴」が上げられ、特に赤焼土器圷の小型化や増加傾向が指摘される。

本遺跡の最終末の遺構 としては、第3次 調査SD27・ 第4次 調査SD22・ 今調査SD17の 幅

約1～3m前 後の溝跡が対応する。全て南北軸か直交 し、SD22とSDI7の 問は約50m(約 半

町)で 方形に廻る可能性がある。出土遺物等は少量ながら、各次調杢の層序や、各遺構群 と重

複関係か らも最 も新 しいのは明 らかである。時期 は9世 紀末～10世 紀初頭頃と捉えておく。

研 究 史

集 落 の 出 現

集 落 の 変 化

集 落 の 廃 絶

方形に廻る大溝
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3施 設整備(体 育館)に 伴 う発掘調査(1997)に ついて

今調査に先立ち、平成9年 に山形県教育委員会が新体育館建設 に伴 う発掘調査 を実施 した。

その発掘調査概報を基に今回作成の遺物実測図を加え若干の所見を記し参考資料としたい。

調査区は今調査区の南東側 に位置 し、遺跡範囲の東辺部にあたる。調査面積は1,200r㎡である。

近現代の撹乱が顕著であるが、調査区では主に古墳時代の竪穴住居跡、奈良～平安時代の竪穴

住居跡と掘立柱建物跡等が検出された。なお、縄文時代の包含層 と遺構 は確認 されなかった。

古墳時代の遺構

ST1竪 穴住居跡 一辺6m弱 の方形で、床面中央に地床炉が認められ、柱穴が4基 確認 され

た。柱穴等か ら高杯(27-2)や 甕が(27-1)等 が出土している。同時期のもの として小型

土器(27-3～5)が 包含層か ら出土 している。古墳時代前期の4世 紀代 と考 えられる。

奈良～平安時代の遺構

ST2竪 穴住居跡 一辺3m程 の竪穴状の落ち込み遺構である。覆土か ら所謂国分寺下層式期

の新段階の土師器杯(26-1・2)や 体部下半にケズリ調整を施す須恵器高台付杯(26-4)・

蓋(26-3)・ 横瓶(26-5)等 が出土 している。

SB11掘 立柱建物跡 東西 ・南北 ともに2問 ×2間(5.5m)の 規模 をもつ。柱穴掘 り方は一辺
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50～60cmで 直径20cmほ どの柱痕跡が確認された。SBl2と 重複 しSBllの 方が古い。柱穴EB

3よ り国分寺下層式期古相の有段土師器圷(26-6)が 出土する。

SB12掘 立柱建物跡 東西2問(5m)、 南北3間(7.2m)の 南北棟で、柱穴掘 り方は35m～

50mでSB11よ りやや小規模である。建物の北側延長線上に2基 の掘 り方があ り、組み合わさ

れる可能性がある。EB3よ り底部ヘラ切 りの須恵器圷(26-8)が 出土 している。

SB13掘 立柱建物跡 東西2問(6.6m)、 南北3問(8.4m)の 東西棟の建物で、柱穴掘 り方が

一辺50～60cmの 規模である。EB10よ り底部ヘラ切 りの須恵器圷(26-9)が 出土する。

SB14掘 立柱建物跡 北側の撹乱のため東西3問(5.6m)の 部分的な検 出に留 まる。東西方向

に並ぶ4基 の柱穴掘 り方の規模が比較的大 きく、2×3問 であるとすれば東西棟になる。

SB15掘 立柱建物跡 東西2問 または3問(7.2m)、 南北1問(3m)の 東西棟で、柱穴掘 り

方は径30cmと 小 さい。EB2よ り頸部を沈線で画する土師器甕(26-7)が 出土 している。

SB16掘 立柱建物跡 西側撹乱 のため南北3問(6.3m)の 検出で、南北棟 と考えられる。

上記の掘立柱建物 はSB11、SB12の 重複から最低2時 期にわたる。所属時期の判断は難 し

いが、柱穴出土の土器群には、確実に平安時代 に降るものはない。奈良時代の可能性が高い。

遺構外の遺物 包含層を主 に同時期の須恵器圷 ・高台付圷 ・蓋 ・甕等が出土 した。特に供膳具

の須恵器杯 ・高台付圷には、底部切 り離しが、底径が大 きく静止糸切 り(26-10)・ 静止糸切 り

後底部縁 にヘ ラケズ リを施すもの(26-11)・ 回転糸切 り(26-12)の 一群と、底径が小 さく回

転糸切 り(26-14)等 に大別された。概ね前者が奈良時代、後者が平安時代 と推測される。

最後 に体育館建設に伴 う発掘調査の特記事項 として、本遺跡で唯一確認された掘立柱建物群

が上げられる。この建物群は、出土遺物等の年代か ら現段階では本遺跡で主体的な竪穴住居か

らなる集落と分布域 を異にした同時存在の可能性が高い。建物群の性格が①一般的住居の以外

の機能をもつ施設であったのか、或いは②集落内の階層差が住居形態に反映 していたのか、今

の所結論を出せる程の証拠はない。しか し、 これまでの調査成果か ら判断すれば竪穴で構成さ

れていた集落に掘立柱建物群が出現 し、その後再 び竪穴中心の集落 に変遷 した事は間違いない。

古代国家の政治的権力の強弱が集落構造に影響 を与えている可能性がある.
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山形西高敷地内遣跡の自然科学分析

山形西高敷地内遺跡の自然科学分析

パ リノ ・サ ーヴ ェイ株式 会社

はじめに

山形西高敷地内遺跡は、標高134m、 馬見ヶ崎川扇状地の扇央～扇端部にあ り、河道両岸の自

然堤防か ら後背湿地にかけて立地する集落遺跡である。今回の発掘調査 によって、奈良 ・平安

時代の竪穴住居跡などの集落跡や、その下位40cmか ら古墳時代前期 ・縄文時代中期末葉の河川

跡などの遺構が検出されている。今回の分析は、河川跡(SG9)の 埋積土について、珪藻分

析、花粉分析、植物珪酸体分析 を行い、当時の古環境変遷に関する情報を得る。

1.試 料

分析 に用いる試料 は、河川跡(SG9)の 埋積土である。河川跡は幅10m以 上で、 これまで

の調査で明 らかになっている北東から南西にのびる河川の続 きと考 えられている。河川の最深

部は約1.5mで 、最下層からは縄文時代中期末葉の土器や石器が検出されている。河川跡は徐々

に土砂が埋積 し、奈良 ・平安時代にはほぼ埋積 したと考えられている。試料は、縄文時代の堆

積物から4点(SGgF5a～F5d)、 古墳時代の堆積物か ら1点(SGgF4)、 古墳時代

か ら奈良 ・平安時代の堆積物から2点(SGgF1・F2)、 奈良 ・平安時代の堆積物から1点

(SG9皿)の 計8点 が採取 されている。 この中か ら目的を考慮 し、花粉分析 と珪藻分析には3

点(SG9皿 、SGgF4、SGgF5b)、 植物珪酸体分析 には2点(SG9皿 、SGgF

4)を 選択する。

2.分 析 方法

(1)珪 藻分析

試料 を湿重で7g前 後秤量し、過酸化水素水、塩酸処理、自然沈降法の順に物理 ・化学処理

を施して、珪藻化石 を濃集する。検鏡 に適する濃度まで希釈 した後、カバーガラス上に滴下 し

乾燥 させる。乾燥後、プリュウラックスで封入 して、永久 プレパ ラー トを作製する。検鏡は、

光学顕微鏡で油浸600倍 あるいは1000倍 で行い、メカニカルステージで任意の測線に沿って走査

し、珪藻殻が半分以上残存するものを対象に200個 体以上同定・計数する(化 石の少ない試料は

この限 りではない)。種 の同定は、原口ほか(1998)、Krammer(1992)、KrammerandLange-

Bertalot(1986,1988,1991a,1991b)な どを参照する。

同定結果は、淡水～汽水生種、淡水生種 の順 に並べ、その中の各種類 をアルファベ ット順に

並べた一覧表で示す。なお、淡水生種はさらに細か く生態区分 し、塩分 ・水素イオ ン濃度(p

H)・ 流水に対す る適応能についても示す。また、環境指標種 についてはその内容を示す。そ し

て、産出個体数200個 体以上の試料については、産出率2.0%以 上の主要な種類 について、主要

1
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珪藻化石群集の層位分布図を作成する。また、産出化石が現地性か異地性かを判断する目安 と

して、完形殻の出現率を求める。堆積環境の解析は、海水～汽水生種 については小杉(1988)、

淡水生種 については安藤(1990)、 陸生珪藻 については伊藤 ・堀内(1991)、 汚濁耐性について

は、AsaiandWatanabe(1995)の 環境指標種 を参考 とする。

(2)花 粉分析

試料約10gに ついて、水酸化カリウムによる泥化、節別、重液(臭 化亜鉛:比 重2.3)よ る有

機物の分離 フッ化水素酸による鉱物質の除去、セルロースの分解を目的 とするアセ トリシス

(無水酢酸9:濃 硫酸1の 混合液)処 理の川頁に、物理 ・化学的処理を施して花粉を濃集する。残

渣をグリセ リンで封入 してプ レパ ラー トを作成 し、光学顕微鏡下でプレパラー ト全体 を走査 し、

出現する全ての種類(Taxa)に ついて同定 ・計数する。

(3)植 物珪酸体分析

湿重5g前 後の試料について過酸化水素水 ・塩酸処理、沈定法、重液分離法(ポ リタングス

テン酸ナ トリウム,比 重2.5)の 順 に物理 ・化学処理を行い、植物珪酸体 を分酷 濃集する。検

鏡 しやすい濃度 に希釈 し、カバーガラス上に滴下 ・乾燥 させる。乾燥後、プリュウラックスで

封入 してプレパ ラー トを作製する。

400倍 の光学顕微鏡下で全面を走査 し、その間に出現するイネ科葉部(葉 身と葉鞘)の 葉部短

細胞に由来 した植物珪酸体(以 下、短細胞珪酸体 と呼ぶ)お よび葉身機動細胞に由来 した植物

珪酸体(以 下、機動細胞珪酸体 と呼ぶ)を 、近藤 ・佐瀬(1986)の 分類に基づいて同定 ・計数

する。

結果は、検出された種類 とその個数の一覧表で示す。 また、検出された植物珪酸体 の出現傾

向か ら古植生や燃料材について検討す るために、植物珪酸体群集 と珪化組織片の分布図を作成

する。各種類の出現率は、短細胞珪酸体 と機動細胞珪酸体の珪酸体毎 に、それぞれの総数 を基

数 とする百分率で求める。

3.結 果

(1)珪 藻 分析

結 果 を表1、 図1に 示す 。珪藻化石 は、SGgIHか ら産出 したが、SGgF4、SGgF5

bは 少 なか った。化 石が 産出 した試料 の完 形殻 の出現率 は約50%で あ った。産 出分類 群数 は、

16属41種 類 であ る。

SG9皿 は、 陸上の コケや土壌 表面 な ど多少 の湿 り気 を保 持 した好 気的環境 に耐性 のあ る陸

生珪 藻 が約90%と 優 占す る。産 出種 の特 徴 は、 陸生珪 藻 の中 で も耐 乾性 の高 い陸生珪 藻A群

(伊 藤 ・堀 内,1991)のNaviculamuticaが 約30%産 出 し、 同 じ くA群 のHantzschiaamphioxys、

Naviculacontentafo.biceps、Neidiumalpinum、 未 区 分 陸 生 珪 藻(伊 藤 ・堀 内,1991)の

Pinnulariaschoenfelderiが 多 産す る。 また、低率 であ るが好 流水 性 で中～下流性河 川指標種群 の

Cymbellaminuta、C.sinuata、C.turgidula、Fragilariavaucheriaeを 伴 う。 中～下 流性 河川指 標

種 群 とは、河川 中～下流 部や河川沿 いの河岸段 丘、扇状 地、 自然堤 防、後背湿 地 な どに集中 し

て出現す るこ とか ら、その ような環境 を指標す る ことので きる種群 であ る(安 藤,1990)。 なお 、

珪藻化石 の少 なか ったSGgF4、SGgF5bも 、 産 出種 が ほぼ陸生珪藻 に限定 された。

2
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表1 珪藻分析結果

種 類
生態性 環境 SG9

塩分 pH 流水 指標種 皿F4F51〕

Nitzschiaobtusavar.scalpelliformisGrunow Ogh-Meh al-il ind S 1-一
Nitzschiapalea(Kuetz.)W.Smith Ogh-Meh ind ind S 2-一

Rhopalodiagibberula(EhL)0.Muller Ogh-Meh al-i1 ind 4-一

AchnanthescrenulataGrunow Ogh-ind al-bi 1-ph T 一1一

AchnanthesminutissimaKuetzing Ogh-ind al-il ind u 1-一
AmphoramontanaKrasske Ogh-ind ind ind RA 1-一

Amphorapediculus(Kuetz.)Grunow Ogh-ind al-bi ind T 1-一

Caloneisbacillum(Grun.)Cleve Ogh-ind al-i1 r-ph u 2-一
Caloneislaぽgerstedtii(Lagerst.)Cholnoky Ogh-ind al-il ind S 3-一
CaloneisleptosomaKrammer&Lange-Bertalot Ogh-ind ind 1-ph RB 1-一
CymbellaminutaHilseexRabh. Ogh-ind ind r-ph K,T 3-一

CymbellasilesiacaBleisch Ogh-ind ind ind T 1-一
CymbellasinuataGregory Ogh-ind ind r-ph KT 1-一
CymbellaturgidulaGrunow Ogh-ind al-il r-ph KT 1-一
Diploneisovalis(Hilse)Cleve Ogh-ind al-i1 ind 1-一

Fragilariaconstrictafo.strictaA.Cleve Ogh-ind ind ind 1-一
Fragilariavaucheriae(Kuetz.)Petersen Ogh-ind al-i1 r-ph K,T 1-一
Frustuliavulgaris(Thwait)DeToni Ogh-ind al-il ind u 1-一
Gomphonemaangustatum(Kuetz.)Rabenhorst Ogh-ind al-il ind u 1-一
GomphonemacleveiFricke Ogh-ind al-bi r-ph T 1-一
GomphonemaparvulumKuetzing Ogh-ind ind ind u 1-一

Hantzschiaamphioxys(EhL)Grunow Ogh-ind al-i1 ind RA,U 2131

Naviculacohnii(Hilse)Lange-Bertalot Ogh-ind al-bi ind RI 1-一
Naviculaconfervacea(Kuetz.)Grunow Ogh-ind al-bi ind RB,S 1-一
NaviculacontentaGrunow Ogh-ind al-i1 ind RA,T 3-一

Naviculacontentafαbiceps(Arnott)Hustedt Ogh-ind al-i1 ind RA,T 17-一

NaviculamuticaKuetzing Ogh-ind al-i1 ind RA,S 551一

NaviculaparamuticaBock Ogh-ind ind ind RB 1-一
NaviculatokyoensisH.Kobayasi Ogh-ind ind 1-ph RI 2-一

NeidiumalpinumHustedt Ogh-unk unk ind RA 11-一

NitzschiaamphibiaGrunow Ogh-ind al-bi ind S 1-一
Nitzschiacfperminuta(Grun.)Peragallo Ogh-ind ind ind RI 4-一
NitzschiaSPP. Ogh-unk unk unk 1-一

PinnulariaacrosphaeriaW.Smith Ogh-ind al-i1 1-ph 0 1-一

PinnulariaborealisEhrenberg Ogh-ind ind ind RA 51一

Pinnulariaborealisvar.brevicostataHustedt Ogh-ind ind ind RA 1-一
PinnulariaschoenfelderiKrammer Ogh-ind ind ind RI 381一

PinnulariasubcapitataGregory Ogh-ind ac-i1 ind RB,S 5-一

StauroneisobtusaLagerstedt Ogh-ind ind ind RB 3-一
Stauroneisthermicola(Petersen)Lund Ogh-unk unk unk RI 4-一
SurirellaovataKuetzing Ogh-ind al-il r-ph u 1-一
SurirellaovatavaLpi皿ata(W.Smith)Hustedt Ogh-ind al-il r-ph u 1-一
海水生種

海水～汽水生種

汽水生種

淡水～汽水生種

淡水生種

珪藻化石総数

0

0

0

7

198

206

(
∪

(
∪

()

∩
V

7

7

(
∪

(
∪

()

∩
V

1

1

凡 例

H.R.

Ogh-Meh

Ogh-hil

Ogh-ind

Ogh-hob

Ogh-unk

塩分濃度に対する適応性

淡水一汽水生種

貧塩好塩性種

貧塩不定性種

貧塩嫌塩性種

貧塩不明種

pH

a1-bi

a1-il

ind

ac-il

ac-bi

unk

水素イオン濃度に対する適応性
真アルカリ性種

好アルカリ性種

pH不 定性種
好酸性種

真酸性種

pH不 明種

CR.

1-bi

l-ph

ind

r-ph

r-bi

unk

流水に対する適応性

真止水性種

好止水性種

流水不定性種

好流水性種

真流水性種

流水不明種

環境指標種群

K中 ～ 下流性 河川指標種,0:沼 沢湿地付着生種(安 藤,1990)

S好 汚濁性種,U:広 域適 応性 種,T:好 清 水 性種(以 上 はAsaiandWatanabe,1995)

R陸 生珪 藻(RA:A群,RB:B群,RI:未 区分、伊藤 ・堀 内,1991)
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(2)花 粉分析

結果を表2に 示す。いずれの試料 も花粉化石の

保存が悪 く、モ ミ属、マツ属、ブナ属、セ リ科、

ヨモギ属がわずかに認められる程度である。

(3)植 物珪酸体分析

結果を表3・ 図2に 示す。各試料からは植物珪

酸体が検出されるものの、保存状態が悪 く、表面

に多数の小孔(溶 食痕)が 認め られる。SGgF

4は タケ亜科(特 にクマザサ属)の 割合が高 く、

ウシクサ族(ス スキ属 を含む)、 ヨシ属、イチ ゴ

ツナギ亜科な ども検 出される。一方SG9皿 は、

タケ亜科の割合が減 り、代わってイネ属が多 く検

出される。短細胞珪酸体、機動細胞珪酸体 のほか、

穎に作 られる珪化組織片 も認め られる。

4.考 察

縄文時代のF5bで は、花粉化石、珪藻化石 と

もにほとん ど検出されなかった。珪藻化石は検出

数が少なかったが、その種類構成は陸生珪藻が主

体 である。遺跡の立地や堆積物の状況か らすると、

河道が形成埋積する過程において流水の影響を受

けていたことは確かである。ただ し、埋積土から

陸生珪藻が産出する点から考えて、流水の影響を

受け水が存在す る時期はわずかの期間であ り、通

常は乾燥状態にあった と考え られる。花粉化石が

検出されない理由として、花粉化石は好気的環境

下での酸化に弱い(中 村,1967な ど)た め、河道

が乾燥状態におかれたことにより酸化分解 したこ

とが考えられる。このことは、珪藻化石か ら推測

される堆積環境 と矛盾 しなV㌔

古墳時代に相当するF4の 珪藻化石、花粉化石

は、F5bと 同様な組成であることから、堆積環

境 も同様であったと思われる。植物珪酸体 の組成

は、クマザサ属 を含むタケ亜科が多 く検出されている。本遺跡が立地するような多雪地域では、

自然状態においてはブナを中心とした森林植生 となるが、ブナの林床はチシマザサが発達す る

(宮脇1987)。 チシマザサは林床に生育するだけでなく、森林が失われた空間に侵入 し、ササ

草原を作 ることがある。扇状地上は河川の影響 も受けやす く土壌の流出も起こ りやすいことか

ら、森林が成立するためには土地条件が悪い場所が多い。この ような場所に、クマザサ属(チ

4



シマザサはクマザサ属のである)を は じめ、ススキなどのウシクサ族、イチゴツナギ亜科、ヨ

シ属などが生育 していたものと考えられる。 また、宮脇(1987)の 潜在 自然植生などを参考に

すれば、当時の森林植生はブナ林であった と思われる。したがって、今 回検出された植物珪酸

体の中には、ブナ林の林床 に由来するササ類の植物珪酸体が、砕削物 とともに運ばれてきた も

のも含 まれていると思われる。さらに、タケ亜科の植物珪酸体は他のイネ科 と比較 して風化に

強 く、また生産量の多い点が これまでの研究から指摘 されてお り(近 藤,1982杉 山 ・藤原,

1986)、他の種類 よりも残留しやすい。 したがって、植物珪酸体組成からみると遺跡周辺でクマ

ザサ属が優勢であった ように見えるが、実際にはそれほど多 くなか った可能性 もある。

奈良 ・平安時代 に相当す る皿か らは珪藻化石が比較的多 く産出した。耐乾性の高い陸生珪藻

が優占し、中～下流性河川指標種群を含む流水性種 を伴 うことで特徴付 けられた。このような

5
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組成を示す堆積物は、洪水な どによって急速に堆積 した後、速やかに水が引 きしば しば乾燥す

るような好気的環境となったような履歴 を持つ氾濫性堆積物 に見 られる群集(堀 内ほか,1996)

に近い。扇状地 に立地することか ら考 えても、定常的に湿 っていたとは考えにくく、河川の流

量が多 くなる時期以外は乾いていた と考えられる。この ような安定 した状態であったために、

生活の場 としての集落が形成されたものと考えられる。植物珪酸体組成をみると、イネ属の植

物珪酸体が、短細胞珪酸体 ・機動細胞珪酸体共に多い。その他、

イネ属の穎に形成される植物珪酸体や、珪化組織片(組 織内に植物珪酸体が配列するような

状態)も 認められている。現水田の調杢 による水田土壌中の植物珪酸体の調杢によれば、機動

細胞珪酸体 中のイネ属の割合は9%で あるが、稲藁 を堆肥 として与えている水田では16%に 上

が る とい う結果 が得 られてい る(近 藤,1988)。 今 回の調査 では、この値 を大 きく上 回ってい る

ことから、本層準にイネ属の植物体が大量に廃棄または富化されたことが考 えられる。したがっ

て、廃棄坑 として利用されたまたは耕作土として利用されたなどの由来については、周囲の遺

構の分布や変遷、層相などを含めて検討 してい くことが望 まれる。
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図版1珪 藻化石 ・花粉分析プレパラー ト内の状況写真



図版2植 物珪酸体
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